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誘電体球による散乱問題(RCSの計算)・・・平面波入射の問題 

 
図 1 誘電体球による散乱問題 

 

図 1に誘電体球(比誘電率 1.777 [光に対する水の屈折率を想定], 半径 a=1 0, 0,: 自由空間波長)による

平面波の散乱問題の様子を示す。入射波は+z方向に進行し、
zjki eEx 0

0
ˆ 

E で表される。図 2に誘電体

球による散乱の E面および H 面のレーダー断面積(RCS)を示す。 
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図 2 誘電体球 H面の RCS ( E 成分,  90 ) 
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